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平成31年新春にあたって 会長 高橋時夫 

平成から新たな元号の年へと代

わる年が明けました。皆様とともに、

気持ちを新たに白き峰を目指して

新雪のラッセルの歩みを進めたい

と思います。 

昨年は、懸案でありました一般社

団法人移行が実現し、協会にとって歴史的な年となりま

した。スポーツクライミングへの関心が高まる中、全国

有数の屋根付きスピート施設が岩手県の配慮で完成し我

が国初のコンバインドジャパンカップ盛岡大会が連日

2000 人を超える多くの観客とマスメディアの関心を集

めて盛会裏に開催できました。山岳では、各種講習会へ

若手会員の参加、指導員の誕生、岩手山八合目避難小屋

管理、名峰登山、ジュニア登山、トレラン大会の開催。

競技部門でも日本代表選手の伊藤ふたば選手の活躍、国

体、インターハイ、全国高校選抜大会での男子の盛岡南、

や岩手高校、盛岡一高女子の活躍が輝りました。 

さて、我が国の登山界は大きな変動期に入っています。 

昭和 16年 7月創立の当協会は、2年後に創立 80周年

を迎えます。スポーツクライミングをいかに根付かせる

か。生涯スポーツとして楽しい安全な登山を振興させて

いくか法人化と併せて大切な取り組みとなっています。 

2020年5月には、北日本で初めてのスポーツクライミ

ング国際大会アジア選手権盛岡大会が、東京オリンピッ

ク選考大会最終選考大会として開催されます。主管団体

として組織を挙げて取り組まなければなりません。 

夢ある 80 周年事業としてヒマラヤの白き峰々も魅力

です。今年も安全登山を第一に加盟団体、岩手県山岳協

会に心を寄せて頂いている皆様の熱い心を忘れることな

く共益事業の推進と併せ各種講習会の充実、スポーツク

ライミングジュニア世代の育成など公益事業の推進に努

めて行く所存です。山岳スポーツ愛好者の協会加盟等パ

ートナー会員制度等時代の要請、動向も注視し組織の持

続的発展のため努力していきたいと思います。加盟団体、

諸兄の皆様ご指導をお願い申し上げます。 
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2019 ボルダリングジャパンカップ伊藤
ふたば選手第3位。3年連続表彰台 
オリンピックイヤーを一年後に控え、8 月のオリン

ピック代表選手選考大会の世界選手権やワールドカッ

プ日本代表選手選考が始まった。1 月 26 日(土)と 27

日(日)駒沢屋内球技場で開催されたボルダリングジャ

パンカップには、男子71名、女子49名が出場。本県

からは男子に調整後久しぶりの全国大会に復活を期し

て山内 響選手と福井国体で健闘した坂本祐樹選手の

2名が出場。 

山内選手は31位、坂本選手は47位と実績を残し今

年の茨城国体での成年男子の活躍が期待されます。 

女子は、一昨年の本大会最年少優勝の伊藤ふたば選

手は、多くの注目を浴びる中2年ぶりの優勝を目指し

ました。予選3位でスタート。19人による準決勝で2

位につける。6 人で行われる決勝では本大会の連勝記

録保持者の大ベテラン野中啓代選手、世界選手権ボル

ダリング年間優勝

者、野中生萌選手

が 4課題のうち 3

課題を攻略。チャ

レンジ回数で優勝

は野中選手に。 

伊藤選手も２課

題完登、残り２課

題もトップに近い

ソーンに到達する

も完登ならず。惜

しくも3位。しか

し、3 年連続の表

彰台は立派。 

４位以下の選手

が４課題いずれも

完登を逃しゾーン  

伊藤ふたば選手の課題挑戦    獲得のみで終わっ

たことを考えると高校１年生で着実に実力をつけ野口、

野中という世界のトップクラスの選手と優勝を競う実

山協ニュース 
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力をつけてきていることは関係者として、更に応援の

声を高くしていきたい。 

ジュニア世代ジャパンカップ観戦・都内ジム
合宿 
今年、県からスポーツアカデミー支援事業の指定を

受け、中学2年以下の競技力を充実させるべく1月25

日（金）～27 日（日）「ボルダリングジャパンカップ

観戦＆パンプ2練習」を行ってきました。参加は小学

5～6年生が3名、中学2年生が4名で1月上旬の新春

練成会（派遣選考会）で選ばれた7名です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャパンカップでは伊藤ふたば選手の活躍や国内ト

ップ選手の登りに大きな声援を送るとともに眼前の迫

力に感じ入っている様子

でした。バンプ2では大

傾斜の「つなみ壁」に挑

み12bを４名が完登し手

ごたえを感じていました。

中学生は12dまでトライ

しており、リードも持久

力の上にボルダー力が無

ければ突破できないと実

感していました。中学の

うちに13aを攻略できれ

ば山内 響先輩たちをし

のぐ一団となる可能性が

あります。 

加盟団体・名誉会員・顧問新春懇談会 

平成31年1月19日(土)午後1時からサンセー 

ル盛岡で平成30年度加盟団体長・事務局長、名誉

会員、顧問懇談会を開催しました。会議には53名

の皆さんの出席を頂き、活発な意見交換が行われま

した。 

懇談会で出された意見、質問と執行部からのコメ

ントの要旨を掲載します。 

質疑応答要旨 

Q  日本代表選手を中心に、新聞報道の所属チーム

が企業名になっているが。 

A 日本代表選手を中心に組織的に切磋琢磨でき、チーム 

で科学的、メディカル、メンタル面も含め最も適した 

環境での選手の育成、強化を第一に団体登録を採用す 

る場合もある。選手登録制度は、個人、チーム登録 

いずれかを選択して登録できる制度となっている。 

Q 岩手県山岳協会としてのサポートは 

A 地元での強化は常に、メンタルな面も含めて協会スタ

ッフがサポートしている。日本代表合宿については、

日山協強化委員会で組織的に対応している。引き続き

応援をお願いしたい。 

Q 日山協の方向性について 

A 2020東京オリンピックを成功させることが当面の 

 目標である。日山協個人メンバー制度がスタートした。 

  山岳会未加入の登山愛好者、スポーツクライミング愛 

好者の加入促進と加盟団体の活性化が挙げられる。   

Q 日山協は、これからどう変わるのか 

A オリンピック後を見据えてスポーツクライミングの愛 

好者の底辺拡大や地方組織の強化が課題。 

当協会としては、歴史や実績のある登山活動を基本 

としながらも恵まれたクライング施設、県民の期待やy  

関心、ジュニア世代のスポーツクライミングへの注目

度を大切に、両面での事業展開を進めたい。なお、登

山に関しては、加盟団体の高齢化対策や組織への加入

を働き掛けるとともに個人会員(メンバー会員)制度の

導入、一般社団法人としての公益性のある事業への取

組みを検討していきたい。 

スポーツクライミングに関しては、日山協と地方岳

連(協会)には温度差を感じている。特に地方組織の未

熟さ、競技団体として商業ジム依存の脆弱さ、マスメ

ディアの注目等ブーム的な側面でのリスクも捨てきれ

ない。オリンピックムードのあと熱が冷めることを心

配している。既に都市部では、ジムの閉鎖も見られる。 

中央の動きを注視つつも、岩手として主体的に地道に、 

ジュニア世代を中心にスポーツクライミングの底辺拡

大、指導者の養成、競技運営体制の確立に取り組むこ

とが大切と考えている。そのためスポーツクライミン

グが県民レベルで楽しめる、関心が薄れない工夫や郷

土選手の活躍が最も身近に注目される国民体育大会で

活躍する選手の強化を基本に取り組む。このことが結

果として、日本代表選手発掘にも繋がると考えている。 
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Q  協会の法人化の現状について 

A 全国で4番目の法人としてスタートを切ったが事務

局体制、事業の精査、財務、規程の整備を進めている。 

来年度は役員改選もあり、法人としての本格的な活動

に移りたい。組織面では、各部に委員会制度を導入す

るなど一部役員のみに負担がかからないよう組織の見

直しも必要と考えている。 

Q トレイル登山に取り組む考えはないか 

A トレイルに関しては、登山道の整備と環境保全、山岳

観光など広い分野となり行政との関連もあり協会とし

て現状では、考えていない。 

Q 八合目山小屋管理報告資料に、ウイークデーの一泊

管理協力団体に協力したのに記載がない。このようなこ

とがないようにお願いしたい。 

A 留意していきます。 

Q 早池峰山保全協議会概要について(報告) 

A 登山口へのトイレの増設 携帯トイレの携行の徹底、

山開きの際のオーバーユースを理由に山頂での神事で

ある神楽の奉納の在り方、下の方でやったほうがよい

という意見があった。河原の坊コースの復旧対策は、

今後の課題となっている。山頂避難小屋の補修につい

ても、後年度の見通しは具体化していない。 

A 主義主張が微妙に関連してくる内容については、状況

判断のもと慎重に対処したい。山頂での神事について

は、登山団体として反対すべきではないと考える。避

難小屋修復に関しては登山者の安全を考えた場合、早

急な対応をお願いしていきたい。 

Q 山頂での早池峰神楽奉納は遠方から来た人は感

動して帰られる。なぜだめなのか逆に知りたい。 

A 情報を共有しながらいい方向に持っていきたい。 

Q  岩手の自然を守ってほしい。岩手山八合目避難小屋を

守っていくにも加盟団体が協力していかねばならな

い。そして北海道の次に広い岩手の自然を大事にして

ほしい。 

A まったく同感である。皆さんと一緒になってマナー

の啓発等自然を大切にしていきたい。 

Q  加盟団体の組織の動向は  

A 全国的には減っている。本県は、高体連山岳部の減少。

一般山岳会では、新たに高山植物山想会、友愛病院山

の会の入会に感謝している。また市町村協会として入

会している団体もある。加盟団体は全体では高体連を

除き微増となっている。退会の申し出のある団体には、

直接伺って継続加入と会の活性化をお願いしている。  

Q 加盟団体を増やすための手立てと減少理由は 

A 会員の高齢化と若い方々の組織拘束に対する拒否反

応ではないか。 

  登山愛好者からみて山岳協会、山岳会は、山のエキス 

パート集団として専門性の高い特別な団体とみられて

いる。確かに、過去の輝かしい実績等に拘り、プライ

ドを捨てきれないでいることもあるかもしれない。頼

もしく感じる方もいる反面、逆に愛好者にとって特別

な団体とのイメージを与えてしまい、そのことが世間

の評価とのギャップとなり組織の衰退の原因となって

いる。これに気付くべきではないか。 

Q 全国的の加盟団体が減少している理由は 

A 会員の高齢化、若い人の加入が少ない。 

Q  県山協指導マニュアルとは 

A 平成3年の冬山講習会での遭難事故を教訓に、再発防 

止のため1年間かけて協会として策定した登山・ス 

ポーツクライミング指導マニュアルの改訂版(3回 

目)である。登山形態に沿ったマニュアルを詳細にまと 

めたもので岩手県山岳協会独自の指導マニュアルであ 

る。ぜひ活用願いたい。加盟団体にも配布します。 

Q  講習会のグレードが高すぎる。 

現在の県山協の講習会兼指導員研修会は、一般登山者 

の求めている講習会か。一般の方も参加できる優しい、 

取り付きやすい講習会も開催して欲しい。 

A 伝統的に指導員研修会と兼ねて開催しているため 

専門性の高い、指導員養成に力点を置いた講習会とな 

っている。ご指摘のとおり、組織の活性化のためにも 

一般登山愛好者が安心して気軽に参加できる講習会や 

登山教室として再編する必要がある。指導部を中心に 

検討する。 

  具体的には、レベル分けが可能な講習会は分けて実

施も検討している。 

Q 高度な技術指導の講習会の在り方 

A 一般登山愛好者対象とは、区分して指導員研修会とし 
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ての性格付けをしっかり位置付けて開催を検討したい。 

Q会員の発掘について 

当会では、職域で仲間を誘い合っての若手の入会者

が見られる。会として会員年齢が60代以上と30代前

後とに二分化されて中堅、指導者層がいないのが課題

となっている。 

Q 早池峰山の保全について 

早池峰山は、信仰登山の山であり、神事に対して登

山者側から中止すべき等の口出しすることではないと

思う。歴史的、伝統的行事、神事はむしろ協力して守

っていくべきではないか。(同感の声 多数。) 

Q 高校総体と山岳部について、高総体が重要なこと 

をアピールする必要がある。スポーツクライミングへ

移行すると高校山岳部はどうなるのか危惧される。 

A  ご指摘のとおりで、そうでなくても少子化のなか山 

岳部が激減している。高校総体は登山の基礎を教える 

大切な部活動である。大人になって登山に楽しむ際の 

貴重な学習の場でもある。協会として、機会を見て高 

総体の重要性については発言していきたい。 

  冬山登山に関しても原則禁止となっており、事前の 

計画書の審査等で安全面のチェックがなされている。

事故が起こったから禁止ということではなく事故を 

起こさないための施策、指導の徹底等も含めた対策が 

必要である。文科省でも文登研を通じて高校の顧問研 

修会等の充実を図っている。北国に住む我々にとって 

雪山は生活の領域でもある。 

Q  講習会のグレードを下げてほしい。夏山の楽しみ

方。未組織登山者が不安なく登れるような指導の機

会、講習会の開催。親しみをもてる参加しやすい雰

囲気での講習会開催をしてほしい。 

A 貴重な意見である。正にご指摘のとおりでクライマー

養成の講習会、指導員研修会に特化してこれまで伝統

行事として開催してきている。この良さを残しつつご

指摘の講習会、登山教室の開催を一般は求めている。

このことは、加盟団体の会員の若返りや増加への期待

にもつながる。すぐにでも取り組むべき内容である。

指導部を中心に具体的に検討したい。 

Q スマホの時代である。IT活用をもっと取り入れるべき。 

楽しい登山や残雪期講習会等一般向けの講師 

キックステップの姿勢等雪上歩行技術について先輩の

皆さんの指導もお願いしたい。楽しい登山教室には経

験豊かな先輩たちによる指導もぜひ活用して欲しい。 

A そのような機会も大切にしていきたい。 

Q 加盟団体表記は間違わないで欲しい。昨年も間 

違っていた。緊張感が足りない。 

A 大変失礼した。お詫び申し上げます。 

Q ロマンを感じる行事が少ない。キャンプファイヤ

ーでの交流等山の楽しみの原点に立ち返って楽

しい登山、行事の企画も検討されたい。 

A 安全登山や山岳協会としての性格からか、硬派の行事

を中心とした面は確かにある。時代の流れも読み取っ

た事業について検討したい。 

Q 協会としてクライミングへの取り組み体制はこ

れでよいのか 

A スポーツクライミングへの取り組みは、一部担当に偏 

って負担をかけていることも事実である。山岳競技経

験のある役員が中心となって行っているのが実態です。 

大会等運営には、加盟団体の皆さんが競技役員とし

て率先して協力して頂いていることに感謝している。  

今後スポーツクライミング関係者の協力も頂き自主

的に行えるよう指導者の養成、組織の分担に努めて行

きたい。 

Q 加盟団体減少について県民体への参加等市町村

への働きかけも必要。 

A 市町村ごとの山岳協会の協会加盟も出てきている。 

一時のスポーツクライミングブームが冷めつつある 

のではないかと感じている。県民体等各種大会への 

成年男女の出場者が極端に少なくなってきている。 

  県協会として、2020東京オリンピック以後のスポー

ツクライミングの持続的発展のため恵まれた施設と指

導者及びこれまでの経験を生かして協会独自の取組み

を強化していかなければならないと考えている。 

・終わりに 

 本日は、多方面にわたり建設的な、貴重な意見を有 

難うございます。協会名称変更についても、今後の日 

山協、2020東京オリンピック後の動向を見据えて引き 

続き慎重に検討していきたい。新年度は、協会活性化 

のための個人加入へ門戸を開きメンバー会員制度の検 

討、クライミング大会運営体制。2020アジア盛岡大会 

に向けた準備に入ります。また、2021年の(一社)岩手 

県山岳協会創立80周年に向けて、記念事業の検討に入 

ります。     閉会 午後3時30分。 

◎ お断り 文面中 一部要約、短縮、加筆等しています。 

新春懇談会開催・大坊孝男氏(玉山
会)・村上伸男氏(翌檜)を協会表彰 
1月19日(土)午後4時からサンセール盛岡で加盟団
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体、名誉会員・顧問等 47 名の出席を頂き協会新春懇

談会、受賞祝賀会及び功労表彰を行いました。 

新春懇談会の開会にあわせ 12 月 8 日に東京での受

賞となった村上伸男氏の日本スポーツ協会公認スポー

ツ指導者等表彰祝賀会及び平成 30 年岩手県山岳協会

功労表彰として玉山会の大坊孝男氏と翌檜山岳会の村

上伸男氏に髙橋会長から表彰状が伝達されました。 

大坊氏は、長年協会理事、事業部長、評議員として

尽力され、村上氏は、協会理事、指導部長、副理事長、

評議員として、現在は指導員会役員として協会発展に

貢献されたことに対する表彰です。 

表彰、会長挨拶の後、八幡平市地域振興課津志田勇

孝課長の祝辞、花巻市大迫総合支所藤田哲司支所長の

乾杯の発声で懇談に移りました。祝賀会には㈱いわて

電力の笠井社長、石塚取締役営業部長も出席して頂き

ました。新春とあって大変盛り上がり、予定時間の過

ぎるのがあっという間で、タイムオーバーの中、無理

やりお開きとさせていただきました。ご苦労様でした。 
県体育功労表彰祝賀会・国体・インター
ハイ報告会 

12月8日(土)、メトロポリタン・ニュウウイング盛岡

で今年の(公財)岩手県体育協会功労者表彰を受賞した武

田勝栄協会副会長の受賞祝賀会及びアジア大会、福井国

体・インターハイ報告会が開催されました。当日は八幡

平市長田村正彦氏、盛岡市市民部長伊勢谷渉部長、協賛

企業である㈱いわて電力笠井 健社長をはじめ加盟団体、

協会名誉会員、顧問等53人の出席を頂き盛会裏に開催し

ました。今回受賞の武田氏は、長年協会役員として登山

とスポーツクライミングの普及、登山普及部長時代は岩

手山山小屋管理、理事長時代には協会の組織強化に尽力

されました。

また、イン

ターハイで

は、岩手高

校の6位入

賞、 

盛岡一高の 

7位、伊藤国

体リード6位入賞中島大智・石嶋魁人選手   ふたば選手  

からはビデオメッセージが届き、ワールドカップ、アジ

ア大会等国際大会での活躍やこれからの決意が寄せられ

ました。国体リード6位入賞の盛岡南男子には、髙橋会

長から表彰状と記念品が贈られました。 

山岳岩手の歴史を各種大会で着実に紡いで頂いている

皆さんにこれからも拍手と応援をお願いします。 

受賞者、選手諸君の今後の活躍をご祈念申し上げます。  

第9回全国高等学校クライミング選手権大会 

平成-30 年 12 月 22 日(土)と 23 日(日)の二日間、埼玉

県加須市民体育館で男子110名、女子101名の出場選手

のもと開催された第 9 回全国高等学校選抜クライミング

選手権選抜大会で、盛岡南高校の中島大智選手が 7 位、

石嶋魁人選手が41位、岩手高校の米倉司哲選手が74位、

昆野玲士選手が98位。女子個人では、盛岡南の西珠莉亜

選手が 58位、盛岡一高の樋口風花選手が81位、盛岡南

の沼田涼華選手が89位となった。 

学校対抗団体の部では、男子の盛岡南高校が5位入賞、

女子の盛岡南が12位と健闘した。 

2020リードジャパンカップ・スピードジャパンカ

ップ選手選考予選大会を盛岡で開催 

 2020年のリードジャパンカップ及びスピードジャパ

ンカップに出場する選手選考予選会を 6 月下旬に、盛

岡市で開催します。この大会は2020年開催のジャパン

カップへの出場者を選考する戦いで年間リードは６戦、

スピードは 2 戦が予定されており、その一環として日

山協公認大会として開催するものです。 

 詳細は、確定次第紹介します。なお、2020アジア大

会に向けて運営リハーサルの位置づけとして役員研修

も兼ねて開催を予定しています。 

岩手山・早池峰山の冬山情報 

今年の冬山は、冬型の気圧配置が居座り風雪による雪

庇の張り出し、稜線のアイスバーンなど雪崩の発生が想

定さ

れま

す。

特に、

裏岩

手連

峰の

源太

ゲ岳

の斜

面、

岩手山上坊コースつるはし上部には強い北西の季節風に

より雪庇の成長が顕著で崩壊による誘発雪崩の危険が高

まっています。これらの場所は、近年雪崩や滑落による

重大事故が発生している場所でもあります。また、早池
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峰山の河原の坊コースは、土砂崩壊で冬山シーズンも落

石等危険です。冬山は、風向き等で地形の変化が激しい

です。くれぐれも注意して慎重な行動による登山を心が

けて下さい。 

祝 五葉山石楠花荘改修完成 

施設の老朽化が進み改修の整備の要望が上がってい

た五葉山石楠花荘の改築が、関係者の長年の運動と熱

意が実り立派に完成しました。 

五葉山石楠花荘の改築ですが、簡単な経緯は次のと

おりです。五葉山石楠花荘改修促進協議会(会長＝市川

滋・釜石山岳協会顧問)が平成 28 年から避難小屋の早

期改築を求め署名や募金活動に取り組み、３年にわた

る活動で約3800人の署名を集め、300万円余りの募金

が寄せられた。同促進協議会は釜石市、大船渡市、住

田町で組織している五葉山自然保護協議会へ石楠花荘

の改築を要望するとともに集まった募金を寄付し、そ

の結果、総事業費約７千万円で石楠花荘の平成30年内

の改築が決まったものです。 

 平成30年７月に着工し、12月完成、同21日から供

用開始しております。ただし、外のトイレは冬期間は

閉鎖しておりますので、ご注意ください。 

 

 

写真、記事- 五葉山自然保護協議会(釜石市産業振興部水

産課水産振興係赤﨑公正さんより提供) 

なお、協会に対しまして五葉山石楠花荘改修促進協 

議会の市川 滋会長から御礼状が届いています。 

謹啓 年末を控え何かと多忙のことと存じますが

益々ご清栄のこととお慶びもうしあげます。 さてこの

度私どもが運動を展開してきました五葉山石楠花荘の

改築が無事完成を見るにいたりました。 このことはひ

とえに県山協の皆様と所属山岳会様よりのご支援があ

ったればこそと、感謝と御礼を申し上げます。暮れよ

り供用開始も始まり新装石楠花荘は基礎そのものは変

わりありませんが構造的に多少広くもなり、採光、断

熱と快適な山小屋となっております。多少積雪期使用

については不安もありますが取りあえずは春まで様子

を見ながらお世話になりたいものと考えております。 

簡単ではありますが県山協の益々のご発展をご期待申

し上げ:お御礼のご挨拶に替えさせて頂きます。敬具 

 (薪は、各自準備を願います。) 

今年も国体募金へのご協力ありがとう
ございます。(平成31年1月22日現在)順不同 

 毎年、皆様からお寄せ頂いています国体募金。今年も

多くの皆様の支援有難うございました。 

皆様からのご芳志は金銭面的なことと併せ、岩手県山

岳協会の看板を背負い県代表として戦う選手諸君にとっ

て大きな支えと励ましになっています。 

 今年お寄せいただきました募金総額は、16団体、個人

31名で405,000円となりました。ありがとうございます。 

16団体 

盛岡山岳会、滝沢市山岳協会、矢巾町山岳協会、花巻

市山岳協会、八幡平市山岳協会、都南山岳会、玉山会、

ハイエストカンパニー、福岡山好会、矢巾山好会、北上

山岳会、JR盛岡山岳会、岩手アルペンローズ山岳会、盛

岡山想会、盛岡RCC、巌鷲山岳会、 

個人31名 

矢羽々昭夫 (盛岡山岳会)、中谷 充(盛岡山岳会)、出

堀宏明(盛岡山想会)、角掛喜美夫(滝沢市)、斉藤善也(水

沢)、近藤有慶(水沢)、川村芳征(盛岡ＲＣＣ)、國本旗男

(盛岡山想会)、熊谷浩志(盛岡山岳会)、工藤洋司(岩大山

の会)、及川憲一(和賀町)、中道政春(翌檜)、伊藤信男(岩

手アルペンローズ)、佐藤安美(和賀町)、中島隆之(友愛

病院)、村上伸男(翌檜)、外川 正(高山植物)、藤原 功

(元キャタピラ)、遠藤政一(和賀町)、鈴木主計(早池峰)、

岩崎 実(岩手アルペンローズ) 、佐々木忠夫(巌鷲)、

杉山健太郎(悠 )々、岩舘常蔵(盛岡 RCC)、西舘正治(ア

ルペン)、澤田精一(早池峰)、植田瑞穂(巌鷲)、髙橋時夫

(翌檜)、吉田春彦(都南)、武田勝栄(巌鷲)、盛合敏男(福

岡)、村上良則(都南) の各氏。 
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指導員会インドア研修会開催 

恒例の(一社)岩手県山岳協会指導員会(会長 小山勝

稔)主催のインドア研修会が1月26日(土)と27日(日)の

二日間、北上市和賀町の入畑温泉「瀬目之湯」で開催。 

研修会には、指導員31名が出席。机上研修として登山

家・写真家でもある小松由佳氏をお招きし「ヒマラヤか

ら砂漠へ」の演題で、登山家として活躍している小松さ

んの活動に聞き入りました。 

講師の小松さんは、

秋田県出身で高校山岳

部のとき登山に魅せら

れ、国内外の山を登られ、

母校東海大学でも、山岳

部に属し本格的な登山

活動を行いました。 

大学時代は主将とし

て、中国の未踏峰ルク

ン・ムスターグ(6500m)

への遠征。2006年には世界で最も困難な山と言われてい

る世界第二の高峰 K2(8611m)の登頂を果たし植村直己冒

険賞と秋田県民栄誉賞を受賞するなど輝かしい実績を積

んでいます。また、自然と共に生きる人間の暮らしに惹

かれ、草原や砂漠を旅するフォットグラファーを志し

2012 年からはシリア内戦を取材し、シリア難民の今を伝

える活動を行っています。 

講演では、正にヒマラヤの高峰登山での実体験、シリ

アでの取材など、貴重な体験談をもとにお話しを頂き予

定の時間があっという間に過ぎてしまうほどの充実した

お話に聞き入るとともに自然と真摯に向き合う彼女の姿

勢に感銘を受けました。 

講演の後は、楽しみの和賀特産のホワイトドリンクを

はじめ名酒、地酒を酌み交わしながらの山談議で懇談を

深めました。 

地元、和賀町山岳会の佐藤安美さんはじめ会員の皆さ

んには大変お世話になりました。ありがとうございます。 

第1回臨時理事会 

・日時 平成31年1月19日（土）10時～12時30分 
・場所 盛岡市 サンセール盛岡 
・出席者 髙橋会長、吉田、武田の各副会長、畠山専 

務理事、植田、佐藤(誠)、小野寺、遠藤、 
山口、中島、村上、千葉(真) 、遠藤監事 
20名中 13名出席 

 〇 欠席者 7名 菅原、小山の各副会長、土井、佐藤
(幸)、十二林、新田の各理事、盛合監事 

◎会長挨拶 新年も明けて1月も後半に入った。昨年
は、協会の法人化、コンバインドジャパンカップ
盛岡大会の開催等歴史的な事業もあった。協会事
業につきまして計画に基づき執行して頂いている。
本年も冬山講習会等一部事業を残すのみとなり順
調に実施して頂き感謝している。引き続き緊張感
をもって事故のないよう事業執行をお願いしたい、
新年度に向けての事業の総括と決算、事業計画の
検討等よろしくお願いしたい。また、来年のアジ
ア選手権盛岡大会の開催、2年後には協会創立80
周年を迎える。協会及び加盟団体の活性化のため
にも創意工夫と時代の流れに敏感に対処しながら、
協会運営にあたって頂く様引き続きくよろしくお
願いしたい。 

◎報告 
(1) 第4回理事会議事録の承認について 
   提案のとおり承認した。 
(2) 9月から12月の業務執行理事報告について 
 会長、副会長、専務理事から提出された報告書を
確認了承した。 

(3) 公益社団法人日本山岳スポーツクライミング
協会理事の推薦について協議 

◎議事 
(1) 一般社団法人岩手県山岳協会役員候補選考委員 

会規程について原案のとおり全会一致で決定。  
(2) 一般社団法人岩手県山岳協会事務局規程の一部

改正について、事務局規程第 3 章第 15 条及び第
16条の印章の追加改正を次のとおり全会一致で改
正した。 
（定義及び種類） 
 (1) 協会実印（会長の「代表理事の印」として印鑑登

録済の印） 
(2) 協会角印１（銀行等金融機関届出の印） 
(3) 協会角印２（主として指導部の通常の登録・大会

等の承認作業、請求・領収印等に使用する印） 
(4) 協会角印3（主として競技運営部の事業に使

用する印） 
(5) 協会角印4（主としてスポーツクライミング

部の事業に使用する印） 
(6) 協会角印5（主として登山普及部の事業に使

用する印） 
(7) 協会角印6（主として事務局において事務執

行に使用する印） 
(3) 一般社団法人岩手県山岳協会第1次補正予算につい

て一部再調整のうえ全会一致で決定した。  
(4) スポーツクライミングジャパンカップ(リード・スピ

ード)予選会の開催について 
  畠山専務理事より、日山協よりスポーツクライミ 
ングジャパンカップ(リード・スピード)予選会の盛 
岡開催の要請があった。2020アジア大会運営、本県 
選手強化並びに当該施設の活用等の観点から招致決定 
したい旨、追加提案があった。審議の結果、全会一致 
で開催を決定した。 
・開催期日6月最終土曜日、日曜日を予定。 

6 各部連絡報告事項 
(1) 事務局 
・アジア大会準備に関する県・盛岡市との協議報告 
・アジア大会ボルダリング会場の内定について 
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ボルダリングは武道館での開催内定。 
・国体等各種競技会報告会の開催について 
・山協ニュース208号の発行 今月中に発行予定 
・11/24-25  東北六県ブロック会議  福島市 会長、

吉田、小野寺出席 
・岩手県体育協会の名称変更について 
岩手県スポーツ協会に変更することについてアンケ
―ドがきた。対応について、協議の結果、変更に賛
同する旨回答することと決定。   

(2) 競技運営部  第1回ボルダリング、スピード大会
開催報告。 

(3) 指導部 
・指導員会新年会兼研修会の北上市和賀での開催につ
いて  30名ほどの出席報告 

(4) 登山普及部関係 
・岩手山八合目避難小屋冬季小屋状況について 
雪が少ない状態が続いている。小屋は問題なし。 

(5) スポーツクライミング部 
・大会報告 スポーツクライミングアジア選手権大会
の結果について  畠山専務理事より報告。 

(6)高体連 
・全国高等学校クライミング選手権大会報告 
千葉理事より中島選手個人 6位、男子団体盛南団体
5位入賞、女子盛岡南12位の結果報告あり。 

〇経過報告 
・11/7(水)-11(日)アジア選手権視察研修   倉吉市 
・11/17(土)-18(日) 第 1 回岩手県ボルダリング＆ス

ビード大会           盛岡 
・12/1(土)-2(日)初冬期講習会兼研修会 

(三ツ石山・源太ヶ岳)                      
・12/5(水)  山協ニュース207号発行 
・12/12(水) 県山協 臨時部長会          盛岡 
・12/13(木) 日山協12月常務理事会     東京 
・12/15(土) 岩手県山岳協会法人経理研修会  
・12/23(土) 競技団体組織マネージメント支援事業 

全体研修会  
・12/25(土) 滝沢市長、雫石町長表敬訪問  会長他 
・1/11(金)   日山協1月常務理事会         東京 
・1/12(土)   日山協新春懇談会事会       東京 
・1/12(土)   日山協顧問懇談会         東京 
・1/19(土)  岩手県山岳協会第1回臨時理事会 盛岡  
・1/19(土)   岩手県山岳協会名誉会員、顧問懇談会 

加盟団体会長・事務局長会議   盛岡 
・1/19(土)  岩手県山岳協会新春懇談会   盛岡 
・1/22(火)   日山協1月臨時常務理事会      東京 
・1/26(土)-27(日) ボルダリングジャパンカップ(駒沢)   

・1/31(木)  山協ニュース208号発行                         
〇今後の予定 
・2/7 (木)   日山協2月常務理事会        東京 
・2/9(土)-10(日)県山協冬山講習会兼指導員研修会 

岩手山相の沢コース 
・2/10(日)  スピードジャパンカップ(東京 昭島市)   

・2/9(土)-10(日) 東北高体連顧問研修会 八甲田山   
・2/17(日)   日山協加盟団体理事長会議   東京  
・2/23(土)   県山協第3回理事・スタッフ合同会議 
・3/13(水)  県山協第5回理事会      盛岡 
・3/2(土)-3日(日) リードジャパンカップ 印西市      

日山協山岳保険に入ろう 

多くの山岳保険がありますが、日山協の山岳保険は、 

登山ばかりではなく、日常生活でのケガも対象になり

ます。ボルダリングやリード壁等でのロープを使用し

たクライミングもピクニックコースで比較的負担の少

ない掛金での加入ができる等の利点もあります。万一

の賠償責任保険も加味されています。更に、加入者数

によって山岳協会への還付金等もあり、万一に備えて

の加入をお奨めします。詳しくは日山協ホームページ

又は県山岳協会事務局へ。 

応援しています。 

岩手の山岳・スポーツクライミング 

 
 編集担当から 

 例年ですと定時総会の時期ですが本年度から会

計年度が４月～３月となり、定時総会も５月開催を

予定しています。 

３１年度事業計画、予算については定款に基づき

３月の理事会で決定しお知らせします。 

先の加盟団体長、名誉会員、顧問懇談会で頂いた

貴重なご意見をいかに反映した事業計画にするか

検討を深めたいと思います。 

国民の登山・山岳スポーツに対する認識や山岳団

体としての役割も大きく変化しています。当協会も

良き伝統を大切にしながらも、先例に固執すること

なく勇気をもって変わらなければならない時代に

入ったかもしれません。  

 

懐かしの

キスリン

グ・ワカ

ン・木製シ

ャフトの

ピッケル 

 


